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令 和 ４年 度 第 １ 回  柏 市史 編 さ ん 委 員 会  次 第  

 

                            日 時 ： 令 和４ 年 ７ 月 １ 日 （ 金）              

午 前 １０ 時 ３ ０ 分  

               場 所 ： 沼南 庁 舎 ５ 階 ５ ０ １ 会 議 室  

 

１  開   会  

 

２  生涯 学 習 部 長 挨 拶  

 

３  報告 事 項  

  (1) 令 和 ３ 年 度 ・ 令和 ４ 年 度 直 近 の 事業 報 告 及 び ， 今 後の 事 業

計 画 につ い て  

    (2) 柏 市 史 編 さ ん 刊 行 計 画 （「（ 仮 ） 柏 市 史 （ 沼 南 町 史  通 史

編 ）」等 ） に つ い て  

  (3) そ の 他  

 

４  そ  の  他  

 

５  閉   会  

 

配付資料１  
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柏 市 史編 さ ん 委 員 会 委 員  

               令 和 ４ 年４ 月 １ 日 現 在  

番  

号  

選 出  

区 分  
氏  名  職  等  

新再の別

及び回数 

１  
学 識  

経 験 者  
髙橋
たかはし

 美由紀
み ゆ き

 

立正大学教授 

（近世史研究） 

         本委員長 

再 

６回 

２  〃  上山
うえやま

 和雄
か ず お

 

國學院大学名誉教授 

兼横浜都市発展記念館長 

（近代現代史研究） 

         副委員長 

再 

５回 

３  〃  髙 林
たかばやし

 直 樹
な お き

 
元聖徳大学教授 

（近代史研究） 

再 

６回 

４  〃  関
せき

 惠子
さ と こ

 
古文書にみる柏歴史研究会員 

（古文書写真資料整理） 

再 

４回 

５  〃  横山
よこやま

 謙
けん

次
じ

 
元宮内庁書陵部修補師長 

（古文書学） 

再 

１回 

６  〃  平野
ひ ら の

 明夫
あ き お

 

國學院大學兼任講師 

駒澤大学非常勤講師 

（中世近世史研究） 

新 

７  〃  渡邉
わたなべ

 健二
け ん じ

 
旧吉田家住宅歴史公園園長 

（考古学研究） 
新 

８  〃  浦
うら

久
ひさ

 淳子
じゅんこ

 
柏歴史クラブ事務局長 

（近代現代史研究） 
新 

 

任 期 ：令 和 ３ 年 ７ 月 １ 日か ら 令 和 ５ 年 ６ 月３ ０ 日 ま で  
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職 員 名簿  

番  号  職  等  氏  名  

１  生 涯 学 習 部 長  宮  島  浩  二  

２  文 化 課 長  田  口    大  

３  同 課  主 幹  黒  須  雅  子  

４  同 課  主 幹  小 河 原  博  志  

５  同 課  主 任  池    亜  季  
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次 第 ３  報 告 事 項  

 

『 柏 市史 編 さ ん の 基 本 的な 考 え 方 』 構 成 イメ ー ジ （ 参 考 資 料 編 参 照 ）  

－ 持 続可 能 な ま ち づ く りに 寄 与 す る ， ３ 系統 の 市 史 編 さ ん 事業 －  
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 (1) 令和 ３ 年 度 ・ 令 和４ 年 度 直 近 の 事 業報 告 及 び ，  

今 後 の事 業 計 画 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ３年 度 ・ 令 和 ４ 年 度直 近 の 事 業 報 告 分  
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１ 市史刊行事業                                          

( 1 )  （仮題 ）「柏市史 (沼南町史通史編 ）」刊行企画業務  

〇 沼 南の 歴 史 を 時 系 列 に沿 っ て 編 さ ん し ，刊 行 本 と し て 完 成さ せ る

事 業 。  

〇 令 和４ 年 度 ， 編 集 校 正・ 印 刷 製 本 業 務 委託 を 行 う 事 業 者 を指 名 入

札 （ 計５ 者 ）。 前 年 度 の編 集 校 正 業 務 委 託の 同 事 業 者 が 受 託し ，

継 続 して そ の 業 務 に 当 たる こ と と な っ た 。  

〇 今 年度 中 の 事 業 完 了 予定 。（ ８ 月 下 旬 校了 ・ 完 成 ９ 月 末 頃予 定 ）  

〇 な お， コ ロ ナ 禍 に よ り本 市 も 財 政 ひ っ 迫・ す べ て の 事 業 の縮 小 ・

凍 結 等の 見 直 し が 求 め られ る 中 ， 本 事 業 につ い て は 令 和 ４ 年度 事

業 予 算（ 編 集 校 正 ・ 印 刷製 本 費 ） を 一 般 財源 で は な く 全 額 寄附 基

金 （ 納税 で は な く 市 民 等か ら の 寄 附 ） で まか な う こ と と な った 。

こ れ によ り 当 初 計 画 ど おり ， 令 和 ４ 年 度 完了 ・ 全 ８ ０ ０ ペ ージ と

い う 事業 仕 様 の 維 持 を 図れ た 。  

 

２ 史料保存活用事業                                          

( 1 )  保管古文書史料等の寄託寄贈業務  

〇 市 民個 人 等 が 有 す る 古文 書 史 料 の 寄 託 ・寄 贈 ・ 返 却 。  

〇 事 務局 で は 平 成 １ ８ 年２ 月 １ 日 「 柏 市 教育 委 員 会 古 文 書 整 理 要

領 」 を制 定 し ， 寄 贈 ・ 寄託 ・ 返 却 な ど ， 史料 の 適 切 な 管 理 作業

に あ たっ て い る 。  

〇 目 録作 成 済 み 古 文 書 類点 数 （ 令 和 ４ 年 ３月 ３ １ 日 現 在 ）  

 約 １ １ ７ ， ２ ７ ７ 点 （ 内 ， 令 和３ 年 度 作業 済 分 約 ２ ， ８ ２ ３ 点 ）  

〇 新 規受 け 入 れ （ 寄 贈 ・寄 託 ）， 返 却 点 数は 下 記 の と お り 。  
 寄  贈  寄  託  返  却  

令和元年度  ５３  ０  ０  

令和２年度  ６，６１１  ０  ５２２  

令和３年度  ７１３  ０  ０  

※ 寄 贈 … 所 有 権 も 実 物 も ， 所 蔵 者 か ら 柏 市 に 移 っ た も の 。  

※ 寄 託 … 所 有 権 は 所 蔵 者 の ま ま ， た だ し 史 料 保 存 環 境 や 利 用 頻 度 等 の 観

点 か ら 実 物 は 柏 市 で 管 理 し て い る も の 。 閲 覧 申 請 や 展 示 等 で 利 用 時 は
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随 時 ， 所 蔵 者 応 諾 を 条 件 と す る 。  

〇 令 和 ２ 年度 よ り 柏 市 史 料 デジ タ ル ア ー カ イ ブ稼 働 開 始 を 機 に， こ

れ ま で 寄 託 扱 い だ っ た 史 料 も 所 有 者 の 了 解 を 得 ら れ た も の か ら 順

次 ， 寄贈 へ 切 り 替 え て いる 。  

 

( 2 )  市民ボランティアによる資料整理 （資料の情報整備 ・修復等 ）  

〇 市 史編 さ ん の 過 程 で 収集 し た 史 料 は ， 撮影 年 や 撮 影 地 な どの 情 報

特 定 や目 録 を 作 成 （ 情 報整 備 ） し た り ， 修復 作 業 を 要 す る 。  

〇 そ のた め 事 務 局 で は ，市 民 へ 歴 史 資 料 ・文 化 財 に 接 す る こと が で

き る 場と 機 会 の 提 供 ， また 市 民 協 働 事 業 の一 環 と し て ， 市 民ボ ラ

ン テ ィア を 募 り ， 有 識 者指 導 の 元 ， こ れ に当 た っ て い る 。  

〇 古 写真 の 作 業 に つ い ては い っ た ん 一 巡 した た め ， 令 和 ３ 年度 以 降

は 主 に， 古 文 書 の 資 料 整理 に あ た る 方 針 とし て い る 。  

 

① 令 和３ 年 度  

〇 感 染拡 大 防 止 上 ， 一 般市 民 公 募 に よ る 事業 は 中 止 。  

〇 一 方， 鷲 野 谷 地 区 の 染谷 家 住 宅 修 繕 工 事時 ， 郷 土 史 把 握 上有 用 と

思 わ れる 古 文 書 が ， 壁 紙や 襖 の 下 張 り と して 発 見 。  

  これ の 修 復 作 業 に あた り 急 き ょ 本 委 員会 の 横 山 委 員 に 指導 を 仰

ぎ ， ま た 初 期 対 応 と し て 関 委 員 を 通 じ 市 民 歴 史 サ ー ク ル 「 古 文 書

に み る 柏 歴 史 研 究 会 」 及 び 「 フ ォ ト ア ー カ イ ブ ス 柏 」 の 協 力 を い

た だ いた 。（ 令 和 ３ 年 １２ 月 １ ０ 日 ・ １ ３日 の ２ 日 間 ）  

 

令 和 ３ 年 １ ２ 月 １ ６ 日 ， 修 繕 工 事 中 の 染 谷 家 現 地 に て  

工 事 作 業 者 及 び 本 市 学 芸 員 か ら 住 宅 構 造 や 保 管 状 況 を 説 明 。  
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② 令 和４ 年 度  

〇 上 記工 程 を 踏 ま え ， 一般 市 民 ボ ラ ン テ ィア 公 募 に よ る 同 家文 書 の

資 料 整理 を 実 施 。  

日 付 ：令 和 ４ 年 ５ 月 ２ ４日 （ 火 ）・ ６ 月 ７日 （ 火 ）・ ７ 月 ８日 （ 金 ）  

場 所 ：沼 南 庁 舎 ５ 階  大会 議 室  

参 加 者数 ：（ 5/24） ２ １人 ，（ 6/7） １ ７ 人  

  

５ 月 ２ ４ 日 開 催 時 の 様 子  

 

( 3 )  資料デジタル化事業  

〇 先 述作 業 等 を 通 じ て 情報 整 備 し た 写 真 や古 文 書 等 を デ ジ タル ス キ

ャ ン 化し ， 原 資 料 の 保 存と 活 用 を 両 立 し てい く も の 。  

〇 デ ジタ ル 化 さ れ た 史 料 は ， 柏 市 史 料 デ ジタ ル ア ー カ イ ブ （後 述 ）

に て 順次 公 開 。  

 

( 4 )  かしわ歴史写真整理 ・発信事業  

〇 令 和３ 年 度 の パ レ ッ ト柏 ・ 市 民 ギ ャ ラ リー に お け る 市 主 催事 業 は

 実施回数  延参加人数  処理点数  

令和元年度  １４回  １７６人  １，７６３点  

令和２年度  ８回  １１４人  １，５０２点  

令和３年度  ２回  ２０人  １５０点  

処理点数  原資料  複製品  刊行物  主たる原資料形態  

令和元年度  ９，８８１  -  -  古写真  

令和２年度  １２９  ２７本  ９冊  
古文書  

令和３年度  ３０９  １９本  ２３冊  
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前 回 令 和 ３ 年 度 第 一 回 柏 市 史 編 さ ん 委 員 会 に お け る 報 告 の と お り 。  

〇 こ れの リ バ イ バ ル 企 画展 を ， 旧 吉 田 家 住宅 歴 史 公 園 に て 開催 。  

 ・ 令和 ４ 年 １ 月 ２ ２ 日 (土 ） ～ ２ 月 ２ ７日 （ 日 ）  

 ・ タイ ト ル 「 利 根 川 と共 に 生 き る 」  

 ・ 地域 密 着 型 事 業 及 び展 示 ス ペ ー ス 上 ，市 民 ギ ャ ラ リ ー 展示 作 品

中 ， 市内 北 部 （ 利 根 川 ・利 根 運 河 ・ 利 根 川の 水 害 ） 対 象 の 写真 パ

ネ ル ２４ 点 と 解 説 を 展 示。  

 

 

 

 

 

（ 左 広 告 物 は 「 Ｈ Ｐ 旧 吉 田 家 住 宅 歴

史 公 園 よ り 引 用 」）  

 

 ( 5 )  所蔵史料の活用  

〇 所 蔵 資 料 は 空 調 管 理 や 災 害 盗 難 対 策 を 講 じ つ つ ， 市 民 等 か ら の

様 々 な 活 用 ニ ー ズ に 対 応 で き る よ う 編 年 別 ・ 地 域 別 等 ， 整 理 分 類

し て 保存 。  

年度別資料利用承認数  

 

 点数  件数  活用事例  

令和元年度  ２７３点  ４０件  
・ＴＶ番 組 や新 聞 ・雑 誌 記 事  

・町 会 史 や地 元 事 業 者 社 史  

・他 自 治 体 歴 史 施 設 での展 示  

・大 学 講 座 や小 学 校 副 読 本  

・個 人 研 究 等  

令和２年度  ９５点  ２１件  

令和３年度  ７８６点  ３５件  
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① 令 和４ 年 度 （ 例 ）  

〇 旧 吉田 家 住 宅 歴 史 公 園「 木 内 信 夫 作 品 展」  

・ 令 和４ 年 ５ 月 ７ 日 （ 土） ～ ６ 月 ２ ６ 日 （日 ）  

・「 旧 ソ 連 抑 留 画 集 」 が ユ ネ ス コ 世 界 記 憶 遺 産 に 登 録 さ れ ， 後 に 柏

市 に 永 住 し た 水 彩 画 家 故 木 内 信 夫 氏 。 昭 和 初 期 か ら 戦 前 の 人 々

の 暮 ら し を 描 い た ， 本 市 寄 贈 原 画 及 び 複 製 品 （ パ ネ ル ） を 展 示 。  

 
（ 上 広 告 物 は Ｈ Ｐ 「 旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園 」 よ り 引 用 ）  

  

 

( 6 )  柏市歴史デジタルミュージアム  

〇 （ 課題 ） 柏 市 Ｈ Ｐ 上 には こ れ ま で 様 々 な郷 土 史 関 連 ペ ー ジが あ っ

た が ， 柏 市 Ｈ Ｐ 全 体 の 管 理 事 業 者 や ペ ー ジ 設 計 ・ 分 類 ル ー ル の 変

更 が １０ 年 以 上 重 ね ら れた 結 果 ， ペ ー ジ の所 在 場 所 が 分 散 化。  

  市民 や 利 用 者 に と って は ， 既 存 情 報 です ら た ど り 着 き にく い 構

造 と なり ， 史 料 活 用 や 歴史 啓 発 の 阻 害 と なっ て い た 。  

  特に コ ロ ナ 過 に よ り市 民 は 巣 ご も り 化・ オ ン ラ イ ン で の社 会 活

動 を 余儀 な く さ れ ， Ｗ ｅｂ 上 の 情 報 整 備 必要 性 は 加 速 し た 。  

〇 そ のた め こ れ ら 郷 土 史関 連 ペ ー ジ を 整 理・ 集 約 し ， 総 合 案内 的 な
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入 口 ペ ー ジ （ ポ ー タ ル サ イ ト ） を 開 設 。 令 和 ４ 年 １ 月 １ ３ 日 ， サ

イ ト 「柏 市 歴 史 デ ジ タ ルミ ュ ー ジ ア ム 」 とし て 公 開 開 始 。  
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https://www.city.kashiwa.lg.jp/bunka/rekishi/kashiwa_history

_potalmain.html 

〇 内 容は 当 課 題 へ の 即 応を 重 視 し た 設 計 構想 上 ， 従 前 ペ ー ジを 基 本

と し てい る 。  

 (例）  

【 柏 の歴 史 コ ー ナ ー 】 …原 始 古 代 の 市 内 遺跡 か ら 昭 和 の 合 併ま で 柏

の 歴 史概 要 。  

【 歴 史 発 見 「 か し わ ・ そ の 時 」】 … タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト と な っ た 柏

の 歴 史的 な 出 来 事 。  

【 柏 に輝 い た 人 た ち シ リー ズ 】 … 柏 に ゆ かり あ る 偉 人 た ち 。  

〇 一 方， 新 規 ペ ー ジ ・ 最新 コ ン テ ン ツ も 実装 開 始 。  

（ 例 ）  

【 柏 市史 料 デ ジ タ ル ア ーカ イ ブ 】 … 本 市 所有 の 古 文 書 ・ 古 写真 ・ 絵

図 等 を Ｗ ｅ ｂ 上 で ， い つ で も ， ど こ で も ， 誰 で も ， 検 索 ・ 閲 覧 で

き る 検 索 エ ン ジ ン 。（ 令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日 現 在 の 公 開 資 料 数 １ ２ ，

７ ２ ６件 ）  

【 動 画で 解 説 ！ Ｗ ｅ ｂ 歴史 講 座 】 … 情 勢 的に 従 来 の 対 面 型 では 制 約

も あ った 市 民 向 け 歴 史 講座 の 動 画 配 信 版 。  

【 古 文書 に チ ャ レ ン ジ ！ 】 … 古 文 書 講 読 会で 使 用 し た 古 文 書や 解 説

資 料 等 の バ ッ ク ナ ン バ ー 化 。 上 記 柏 市 史 料 デ ジ タ ル ア ー カ イ ブ を

通 じ て閲 覧 可 能 。  

〇 開 設後 の サ イ ト 認 知 向上 策  

（ １ ）柏 市 Ｈ Ｐ の ト ッ プペ ー ジ か ら の 誘 導・ ア ク セ ス 拡 大 。  

・ ト ッ プ ペ ー ジ 上 に 「 歴 史 ・ 文 化 ・ 芸 術 」 の 分 類 カ テ ゴ リ ー 新 設

（ 令 和４ 年 ４ 月 １ 日 付 ）  

 

・ Ｔ Ｏ Ｐ ペ ー ジ 直 下 の サ イ ト 「 歴 史 ・ 文 化 ・ 芸 術 」（ 文 化 課 ポ ー タ
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ル サ イ ト ） に ， ア イ キ ャ ッ チ 用 の ス ク ロ ー ル バ ナ ー 新 設 （ 令 和 ４

年 ６ 月２ ０ 日 付 ）  

 

（ ２ ）サ イ ト 紹 介 チ ラ シの 制 作 ・ 配 布  

・ そ もそ も 自 治 体 の Ｈ Ｐ自 体 ， 一 般 市 民 の閲 覧 機 会 が 乏 し い。  

・ デ ジタ ル ツ ー ル だ け では な く 従 来 的 周 知手 法 と し て ， 一 般層 向 け

と 学 生向 け と に 分 け た デザ イ ン の チ ラ シ を制 作 。  

・ 令 和４ 年 ６ 月 よ り 市 内公 共 施 設 や 集 客 施設 ， 高 校 ・ 大 学 等に て 配

布 開 始。  

  

チ ラ シ 表 面 （ 一 般 向 け ）  チ ラ シ 裏 面 （ 学 生 向 け ）  
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３ 市史啓発事業                         

( 1 )  歴史講演会…市 の 単独 も し く は 共 催 によ る 歴 史 講 演 事 業  

〇 社 会情 勢 を 踏 ま え ， 令和 ３ 年 度 （ か ら 現在 ま で ） の 実 施 はな し 。  

 

( 2 )  古文書講読会  

〇 急 激な 感 染 拡 大 に よ り， 令 和 ３ 年 度 の 開催 は 中 止 。  

  概要 は ， 前 回 令 和 ３年 度 第 一 回 柏 市 史編 さ ん 委 員 会 に おけ る 報

告 の とお り 。  

 

( 3 )  歴史散歩 ・歴史講座への講師派遣  

〇 生 涯学 習 や 学 校 教 育 の一 環 と し て ， 近 隣セ ン タ ー ・ ふ る さと 協 議

会 ・ 市民 団 体 ・ 学 校 等 が要 請 す る 歴 史 講 座・ 歴 史 散 歩 に 対 応。  

 

 

 

 

 

〇 講 座形 式 の 変 化 ・ 潮 流：  

 ・ 公共 施 設 や ゆ か り のご 当 地 現 地 で の 講座 （ 受 講 者 限 定 型）  

   → 動 画 の 収 録 ・ 配信 に よ る オ ン ラ イン 講 座 （ 一 般 公 開型 ）  

〇 令 和３ 年 度 講 座 の 特 徴：  

 ・ テー マ 「 小 金 牧 開 墾と 渋 沢 栄 一 」 へ の希 望 が 多 か っ た 。  

 ・ ＴＶ ド ラ マ に よ る 話題 性 と ， こ れ を 捉え た 本 市 事 業 （ 広報 か し

わ １ １月 １ 日 号 で の 特 集記 事 化 と 下 記 歴 史企 画 展 ） の 影 響 。  

 

( 5 )  歴史企画展 『柏 と明治の開拓と渋沢栄一と。』  

〇 概 要に つ い て は ， 前 回令 和 ３ 年 度 第 一 回 柏 市 史 編 さ ん 委 員会 に お

け る 報告 の と お り 。  

〇 来 場者 数 １ ， ５ ６ １ 人 (延 べ 人 数 ）  

 

( 6 )  歴史刊行物 『明日話せる柏学 -かしわ時空散歩 -近現代編 』発行  

〇 令 和２ 年 度 末 完 成 。 ３， ０ ０ ０ 部 発 行 。  

〇 有 償頒 布 分 （ 内 ２ ， ２０ ０ 部 ） は ， 令 和３ 年 度 末 時 点 （ 頒布 開 始

 開催回数  受講者数  

令和元年度  １１回  ４４９人  

令和２年度  ８回  ２７０人  

令和３年度  ９回  ６３５人  
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９ か 月後 ） で １ ， ０ １ ０部 出 荷 済 み 。  

〇 同 刊行 物 の 普 及 ・ 活 用  

⇒一般層向け  

１ ． 販路 拡 大  

  本市 刊 行 物 の 新 し い販 路 と し て ， ５ 件目 （ 下 記 ⑤ ） を 追加 。  

  ①か し わ イ ン フ ォ メー シ ョ ン セ ン タ ー （ 中 央 エ リ ア ）  

  ②道 の 駅 し ょ う な ん （ 東 部 エ リ ア ）  

  ③紀 伊 國 屋 書 店  麗澤 大 学 ブ ッ ク セ ンタ ー （ 南 部 エ リ ア）  

  ④ハ ッ ク ル ベ リ ー ブッ ク ス （ 中 央 エ リア ）  

  ⑤旧 吉 田 家 住 宅 歴 史公 園 （ 北 部 エ リ ア）  

 こ れに て 市 内 全 ４ エ リア で の 販 路 構 築 完了 。 配 送 等 の 制 約上 ， 原

則 ， 上記 既 存 店 で の 販 売状 況 確 認 と 普 及 拡大 を 進 め る 。  

 

２ ． 同刊 行 物 を 活 用 し た 民 間 事 業 支 援  

① 「 柏ノ ス タ ル ジ ッ ク 検定 」（ リ ビ ン グ かし わ Ｗ ｅ ｂ ）  

・ 同 刊行 物 か ら 全 ５ 問 の問 題 作 成 。 全 問 正解 者 の 中 か ら 抽 選で 柏 地

元 産 品プ レ ゼ ン ト 。  

  

（ 出 典 ： サ ン ケ イ リ ビ ン グ 新 聞 社 Ｈ Ｐ 「 ま ち っ と 柏 」）  

 

 

② 地 域密 着 型 Ｗ ｅ ｂ ニ ュー ス 番 組 に お け る柏 の 歴 史 特 集  

（ Ｊ ＣＯ Ｍ ・ Ｌ Ｉ Ｖ Ｅ ニュ ー ス ）  

・ 同 刊行 物 を 引 用 ・ 活 用し た 番 組 制 作 。 また 番 組 内 で は 市 職員 に よ

る 解 説及 び ， 同 刊 行 本 のＰ Ｒ も 実 施 。  

・ 同 社ケ ー ブ ル Ｔ Ｖ 加 入も し く は ， ス マ ホ等 へ の ア プ リ ダ ウン ロ ー

ド （ 無料 ） に よ り 視 聴 。（ １ 週 間 毎 日 ４ 回の 再 放 送 ）  

・ 令 和４ 年 ６ 月 ６ 日 （ 月） 放 送 テ ー マ ： 柏駅 の 歴 史  

・ 令 和４ 年 ６ 月 １ ３ 日 （月 ） 放 送 テ ー マ ：手 賀 沼 干 拓 史  
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③ 商 業施 設 の 歴 史 写 真 展支 援 （ イ ト ー ヨ ーカ 堂 柏 店 ）  

・ 令 和４ 年 ６ 月 １ ３ 日 （月 ） ～ ６ 月 １ ９ 日（ 日 ）  

  

  

・ 県 民 の 日 ・ 父 の 日 キ ャ ン ペ ー ン の 一 環 と し て ，「 お 父 さ ん と 共 に
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振 り 返 る 柏 」 を コ ン セ プ ト に ， 柏 駅 周 辺 及 び 市 内 各 所 の 歴 史 写 真

展 示 。  

・ プ レゼ ン ト 付 き ク イ ズ形 式 に よ り 展 示 スペ ー ス を 設 け た １階 ～ ４

階 の 各フ ロ ア を 回 遊 。 来場 者 の 反 応 も 高 かっ た と の こ と 。  

・ 同 刊行 物 と ， 同 月 下 旬開 催 の 柏 市 教 育 委員 会 主 催 歴 史 写 真展 「 学

校 の 歴史 １  小 学 校 が でき た ！ 」 も 合 わ せて 周 知 。  

 

⇒学生層向け  

１ ．（市 立 ） 小 中 学 校 及び 高 校  

〇 学 校教 育 部 や 学 校 長 と協 議 。 オ ン ラ イ ン教 材 化 等 の 可 能 性に つ い

て 検 討 中 で あ り ， 多 様 な 教 育 ニ ー ズ が 寄 せ ら れ る 学 校 現 場 の 実 情

を 鑑 みつ つ ， 引 き 続 き 調整 を 進 め て い く 。  

 

２ ．（市 内 ） 大 学  

 課 題解 決 型 講 座 の 一 メニ ュ ー と し て 提 案予 定 （ 秋 季 開 講 予定 ）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 令和 ３ 年 度 ・ 令 和４ 年 度 直 近 の 事 業報 告 及 び ，  

今 後 の事 業 計 画 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 後 の事 業 計 画 分  
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１ 市史刊行事業                          

( 1 )（仮題 ）「柏市史 （沼南町史  通史編 ）」刊行業務  

〇事業概要については，先述 （Ｐ６）のとおり。  

〇令和４年 ６月 ２０日現在 ，本文部は第５稿修正作業中 。  

〇第６稿をもって校了予定 。  

〇口絵や出典 ・参考文献一覧 ，協力者一覧の制作および，著作物利用申

請も随時対応 。  

〇 発 行部 数 （ 予 定 ）： ７０ ０ 部  

〇 無 償分 の 配 布 先 や 有 償頒 布 額 に つ い て は， 執 筆 者 や 編 集 者， 関 係

機 関 ，他 自 治 体 の 意 向 等も 踏 ま え 今 後 調 整。  

 

２ 史料保存活用事業                      

( 1 )  保管古文書史料等の寄贈寄託業務  

→ 従 前ど お り 受 付 ・ 対 応 。  

〇 手 賀沼 ・ 沼 南 の 原 風 景を 愛 し た 写 真 家 森か ず お 作 品 集  

・ 確 認し た 結 果 ， 紙 焼 きや フ ィ ル ム 等 の 原資 料 及 び 展 示 パ ネル が コ

ン テ ナ サ イ ズ と 非 常 に 膨 大 。 数 量 及 び 内 容 不 明 で ， 今 後 そ の 情 報

整 備 には 相 当 な 時 間 が 必要 と 思 わ れ る 。  

・ 一 方， 地 元 沼 南 に 関 連し た 旧 手 賀 教 会 堂で の 展 示 （ 四 季 ごと に 手

賀 沼 情景 写 真 を 展 示 替 え） 等 ， 具 体 的 な 活用 意 向 あ り 。  

・ そ のた め 柏 市 と し て ほし い 作 品 の 条 件 や 優 先 順 位 付 け ， 短期 的 取

組 み ・ 中 長 期 的 取 組 み と 分 け た 業 務 の 進 め 方 に つ い て ， 引 き 続 き

所 蔵 者と 調 整 中 。  

 

( 2 )  市民ボランティアによる資料整理  

 → 令 和 ４ 年 度 に つ い て ， 公 募 に よ る 一 般 市 民 参 加 は 残 す と こ ろ ，

第 ３ 回目 （ ７ 月 ８ 日 ） 分の み 。  

〇 都 市化 進 展 ・ 価 値 観 の多 様 化 に よ り ， 旧家 の 建 替 え や 世 代交 代 を

機 に 市へ の 寄 贈 ニ ー ズ は高 ま っ て い る 。  

〇 柏 市教 育 委 員 会 古 文 書史 料 整 理 要 領 等 に基 き ， 精 査 し た 上で 受 入

れ ・ 目 録 作 成 を 行 っ て い る が ， 必 要 性 や 緊 急 性 も 踏 ま え ， 市 民 歴

史 サ ーク ル や 公 募 一 般 市民 と の 協 働 を 進 めて い く 。  
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( 3 )  かしわ歴史写真整理 ・発信事業  

 → 令和 ４ 年 度 事 業  

 〇 日  時 ： 令 和 ４ 年 ６月 ２ ４ 日 （ 金 ） ～６ 月 ２ ７ 日 （ 火 ）  

 〇 場  所 ： 柏 市 民 ギ ャラ リ ー （ 柏 市 民 パレ ッ ト 内 ）  

 〇 タイ ト ル ： 学 制 １ ５０ 周 年 記 念 歴 史 写真 展  

      「 柏 の 学 校１  小 学 校 が で きた 」  

 〇 特別 協 力 ： フ ォ ト アー カ イ ブ ス 柏  

 

( 4 )  史料デジタル化事業  

   →引 き 続 き 史 料 （ 主に 古 文 書 ） の デ ジタ ル 化 を 進 め る 。  

 〇 例年 ９ 月 ご ろ ， 当 該年 度 デ ジ タ ル 化 対象 資 料 の 選 定 作 業終 了 ，

入 札 契約 手 続 き へ 。  

 

( 5 )  柏市歴史デジタルミュージアム  

   → 都 度 ， 認 知 向 上 策 を 講 じ つ つ ， 他 市 事 例 も 参 考 に し な が ら 内

容 の 高 品 質 化 （ 分 か り や す い ・ お も し ろ そ う ・ 操 作 し や す い ） を

継 続 的か つ ， 積 極 的 に 進め て い く 。  

 〇 既存 ペ ー ジ の ブ ラ ッシ ュ ア ッ プ  

 〇 新規 ペ ー ジ の 制 作 ・拡 充 （ 以 下 は 例 ）  

  →市 民 ニ ー ズ の 高 いも の  …  市 内 各地 の 地 名 由 来 一 覧  

  →学 校 で 教 材 化 し やす い も の  …  学区 別 分 類 さ れ た 資料 一 覧  

  →市 民 参 加 型 企 画  …  市 民 が 選 ぶ 柏ノ ス タ ル ジ ー 写 真１ ０ 選  

 

３ 市史啓発事業                         

 ( 1 )  歴史講演会  

 ( 2 )  歴史散歩 ・歴史講座への講師派遣  

 → (1)(2)い ず れ も 社 会情 勢 を 鑑 み な が ら， 市 民 ニ ー ズ の 高ま り に

応 え るべ く 順 次 対 応 。  

 

 ( 3 )  古文書講読会  

◆ 令 和４ 年 度 事 業  

→ 習 熟度 別 コ ー ス 等 ， 基本 的 な 企 画 ・ 仕 様は ， 中 止 と な っ た令 和 ３
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年 度 版を 踏 襲 予 定 。  

 〇 日程 （ 予 定 ） 全 ６ 回・ い ず れ も 日 曜 日  

  ①９ 月 １ １ 日  ② ９月 ２ ５ 日  ③ １ ０月 ２ 日  ④ １ ０ 月１ ６ 日  

  ⑤１ ０ 月 ３ ０ 日  ⑥１ １ 月 ６ 日  

 〇 会  場  ラ コ ル タ 柏（ 柏 市 民 教 育 福 祉会 館 ）  

 〇 募  集  ８ 月 １ 日 より （ 同 日 付 け 広 報か し わ ・ Ｈ Ｐ に て発 表 ）  

 

 ( 4 )  郷土資料展示室歴史企画展事業  

→ 令 和４ 年 度 に つ い て は未 定 （ 同 展 示 室 の照 明 Ｌ Ｅ Ｄ 化 工 事に 入 る

た め ）。  

 

以 上  
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参考資料編  
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柏 市 史編 さ ん の 基 本 的 な考 え 方  － 市 史 編さ ん 基 本 方 針 －  

 

平 成 ２ ８ 年 ５ 月 ２ ３ 日 決 定  
 

１  策 定 の 趣 旨  

こ の 基 本 方 針 は ， 本 市 が 市 史 編 さ ん 事 業 を 行 う に 当 た り ， 柏 市 第 五

次 総 合 計 画 の 基 本 構 想 で 示 さ れ た 本 市 の 将 来 都 市 像 「 未 来 へ つ づ く 先

進 住 環 境 都 市 ・ 柏 ～ 笑 顔 と 元 気 が 輪 と な り 広 が る 交 流 拠 点 ～ 」 の 実 現

に 向 け ， 市 史 編 さ ん の 方 向 性 を 示 す と と も に ， 市 史 編 さ ん 事 業 の 拠 り

ど こ ろ と す る た め に 策 定 す る も の で あ る 。  

 

２  市 史 編 さ ん の 定 義  

本 基 本 方 針 に い う 「 市 史 編 さ ん 事 業 」 の 定 義 は 次 の と お り と す る 。  

 (1) 市 民 全 般 ・ 市 内 外 に 残 る ， 柏 市 の 歴 史 ・ 文 化 ・ 民 俗 ・ 自 然 等 に 関 連

す る 資 料 全 般 を 収 集 し て 系 統 的 に 解 明 ・ 調 査 研 究 を 加 え て 出 版 す る 。  

 (2) 収 集 し た 歴 史 資 料 は 本 市 及 び 市 民 の 共 有 財 産 で あ り ， 本 市 を 理 解 し

よ り よ い 「 ま ち づ く り 」 の 基 本 資 料 と し て 保 存 管 理 し ， 活 用 し て い く 。  

 

３  基 本 方 針 の 期 間  

本 基 本 方 針 の 実 施 期 間 は ， 平 成 ２ ８ 年 度 か ら 平 成 ３ ２ 年 度 ま で の ５ 年

間 と し ， 必 要 に 応 じ 事 業 内 容 の 見 直 し を 行 う 。 な お ， 計 画 の 実 施 に 当 た

っ て は ， 基 本 計 画 ・ 実 施 計 画 及 び 予 算 に 反 映 さ せ る こ と に よ り ， そ の 実

現 を 図 る も の と す る 。  

 

４  市 史 編 さ ん 事 業 の 目 的  

市 史 編 さ ん 事 業 の 目 的 は 次 の と お り と す る 。  

 (1) 近 世 ・ 近 代 に お け る 行 政 の 区 分 を 超 え ， 広 い 視 野 か ら 柏 の 歴 史 的 な

位 置 を 明 ら か に す る 。  

 (2) 市 民 が 地 域 理 解 を 通 じ て 愛 郷 心 を 高 め る 基 盤 と し ， 継 続 的 に 市 民 自

ら が 行 う ま ち づ く り に 役 立 て る 。  

 (3) 新 た に 確 認 さ れ た 歴 史 資 料 の 検 証 を 通 し て ， 柏 の 歴 史 や 伝 統 文 化 を

改 め て 見 直 す こ と に よ り ， 本 市 の 発 展 及 び 文 化 の 向 上 に 資 す る 。  

 (4) 柏 に 関 す る 古 文 書 ・ 考 古 資 料 ・ 写 真 ・ 金 石 史 料 ・ 伝 承 等 の 有 形 ・ 無

形 の 歴 史 資 料 を 整 理 ・ 保 存 ・ 管 理 し ， 後 世 に 伝 え る と と も に ， 現 在 及 び

将 来 の 活 用 を 図 る 。  

 

５  市 史 編 さ ん 事 業 の 基 本 方 針  

市 史 は ， 次 の 基 本 方 針 に 基 づ き 編 さ ん す る も の と す る 。  

 (1) 既 刊 の 『 柏 市 史 』 『 沼 南 町 史 』 を は じ め ， こ れ ま で の 市 内 外 の 諸 研

究 を 参 考 と す る と と も に ， 各 学 問 分 野 に お け る 最 新 の 成 果 を 盛 り 込 み ，

生 活 す る 市 民 の 視 点 か ら 編 さ ん す る 。  

 (2) 旧 沼 南 地 区 の 通 史 の 完 成 と ， 旧 柏 地 区 の 増 加 し た 資 料 に 基 づ く 知 見

を 含 め た 未 刊 行 分 の 編 集 作 業 を 市 史 刊 行 の 二 つ の 柱 と す る 。  

 (3) 広 く 市 民 に 親 し ま れ る よ う ， 写 真 や 図 版 を 多 く 取 り 入 れ る ほ か ， Ｄ

Ｖ Ｄ 等 の メ デ ィ ア 活 用 も 考 慮 し て ， ま ち づ く り や 生 涯 学 習 ， 学 校 教 育 等

で 活 用 さ れ る 市 史 を 編 さ ん す る 。  

 (4) 歴 史 資 料 の 検 証 に 基 づ く ， 質 の 高 い 学 術 レ ベ ル に 耐 え う る 記 載 内 容

を 保 ち な が ら ， 平 易 な 文 章 で 読 み や す い 市 史 を 編 さ ん す る 。  

 (5) 本 市 は 近 現 代 に 急 速 な 都 市 化 と と も に 大 き く 変 貌 を 遂 げ ， 開 発 に 伴

い 関 係 資 料 の 散 逸 が 危 惧 さ れ て い る 。 こ う し た 状 況 を 踏 ま え ， 行 政 資 料
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を 中 心 に 早 急 な 調 査 を 実 施 す る 。  

 (6) 編 さ ん の 過 程 で 調 査 ・ 収 集 し た 原 資 料 ， 複 写 新 聞 記 事 な ど の ２ 次 資

料 は ， 将 来 に 向 け て 収 蔵 庫 で 適 正 に 保 存 ・ 管 理 し ， 柏 市 郷 土 資 料 展 示 室

等 で 広 く 市 民 に 公 開 ・ 閲 覧 し て 活 用 に 努 め る 。  

 (7) 歴 史 資 料 は ， 市 内 外 か ら 広 く 収 集 し ， 有 形 の も の だ け で な く ， 伝 承

等 無 形 の も の に も 配 慮 し て 収 集 す る 。  

 (8) 歴 史 資 料 は 柏 市 の 発 展 過 程 を 検 証 す る 基 礎 資 料 で あ り ， 「 ま ち づ く

り 」 に も 活 用 す べ き こ と を 踏 ま え ， 将 来 に お け る 市 民 と の 情 報 共 有 に

配 慮 し た 整 理 作 業 を 行 う 。  

 (9) こ れ ま で の 合 併 の 経 過 を 踏 ま え ， 柏 の 地 域 的 ・ 歴 史 的 ・ 文 化 的 な 特

性 を 基 に し な が ら 編 さ ん す る 。  

 

６  市 民 協 働  

市 史 編 さ ん に 当 た っ て は ， 市 民 参 加 に よ る 愛 郷 心 昂 揚 の 視 点 か ら ， 次

の 方 針 に よ り 市 民 協 働 を 進 め る も の と す る 。  

 (1) 市 民 に よ る 歴 史 資 料 整 理 ボ ラ ン テ ィ ア の 活 用 を 図 る 等 ， 市 民 参 加 ・

参 画 の 機 会 の 拡 大 に 努 め る 。  

 (2) 市 民 又 は 地 域 の 方 々 ， 大 学 等 と 協 働 し ， 地 域 の 歴 史 を 掘 り 起 こ す こ

と に 努 め る 。  

 (3) 地 域 の 研 究 団 体 や 個 人 ， 学 校 等 と 連 携 し ， 市 史 編 さ ん 事 業 の 普 及 に

努 め る と と も に ， 次 世 代 に 向 け た 人 材 育 成 を 図 る 。  

 (4) 歴 史 講 演 会 ・ 市 民 講 座 ・ 歴 史 散 歩 ・ 古 文 書 講 読 会 等 の 事 業 を 通 し て ，

郷 土 理 解 ・ 地 域 の 活 性 化 に よ り ， 市 民 の 協 働 意 識 の 醸 成 を 図 る 。  
 

７  市 史 の 内 容  

今 後 刊 行 す る 市 史 は ， 通 史 １ 冊 ， 史 料 集 ３ 冊 の 全 ４ 冊 と す る 。  

 (1) 〈 通  史 〉   （ 仮 称 ） 柏 市 史 （ 沼 南 町 史 通 史 編 ）  

 (2) 〈 資 料 集 〉   ① 柏 市 史 （ 原 始 古 代 中 世  考 古 資 料 ）  

         ② 柏 市 史 （ 史 料 編  花 野 井 吉 田 家 文 書 ）  

         ③ 柏 市 史 （ 近 現 代 史 料 ）  
 

８  市 史 編 さ ん 刊 行 計 画  

 (1) 通 史 及 び 資 料 集 の 刊 行 計 画 は 別 表 の と お り と す る 。  

 (2) 刊 行 計 画 は ， 資 料 の 収 集 状 況 や 資 料 調 査 の 進 捗 状 況 ・ 財 政 状 況 等 を

勘 案 し ， お よ そ ３ 年 後 を 目 途 に 見 直 し を 行 う こ と と す る 。  
 

９  頒 布 方 法  

市 史 の 頒 布 に 当 た っ て は ， 市 民 が 購 入 し や す い 価 格 設 定 ， 方 法 と な る

よ う 努 め る も の と す る 。  
 

１ ０  付 帯 事 業  

 (1) 市 史 編 さ ん 事 業 の 付 帯 事 業 と し て ， 市 史 編 さ ん 事 業 の 市 民 へ の 普 及

を 図 る た め の 啓 発 書 『 歴 史 ガ イ ド か し わ 』 （ 平 成 １ ９ 年 ３ 月 初 版 刊 行 ，

四 六 版 ２ ４ ８ ペ ー ジ ， ３ ， ０ ０ ０ 部 ） ， 学 術 研 究 に 資 す る 『 市 史 研 究 』

及 び 本 市 の 近 現 代 の 発 展 を 記 録 し た 『 写 真 集 』 を 刊 行 す る 。  

 (2) 市 史 の 市 民 へ の 普 及 を 図 る た め ， 歴 史 年 表 等 の 刊 行 に つ い て 検 討 す

る 。  
 

１ １  そ の 他  

市 史 編 さ ん 事 業 を 進 め る に 当 た っ て は ， こ の 「 基 本 的 な 考 え 方 」 の 趣

旨 を 広 く 市 民 に 伝 え る よ う 努 め る も の と す る 。  

柏 市 史 編 さ ん 委 員 会  
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○ 柏 市 史 編 さ ん 委 員 会 設 置 条 例   

昭 和 4 2 年 1 0 月 2 日  

条 例 第 3 5 号  

(設 置 の 目 的 )  

第 1 条  本 市 の 歴 史 的 発 展 過 程 を 系 統 的 に 解 明 し ， も つ て 市 勢 発 展

と 市 民 の 愛 郷 心 の 昂 揚 を は か る た め ， 市 史 の 編 さ ん を 企 図 し ， 柏 市

史 編 さ ん 委 員 会 ( 以 下 「 委 員 会 」 と い う 。 )を 設 置 す る 。  

(委 員 会 の 任 務 )  

第 2 条  委 員 会 は ， 市 史 の 編 さ ん に 関 す る 基 本 方 針 を 定 め ， 必 要 な

資 料 の 収 集 と 研 究 を 行 な い 編 さ ん 業 務 に あ た る 。  

(組 織 )  

第 3 条  委 員 会 は ， 委 員 1 0 人 以 内 で 構 成 し ， 学 識 経 験 者 の う ち か

ら 市 長 が 委 嘱 す る 。  

2  委 員 会 に ， 委 員 長 及 び 副 委 員 長 を 置 き ， 委 員 の 互 選 に よ っ て 定 め

る 。  

3  委 員 長 は ， 委 員 会 を 代 表 し ， 編 さ ん 業 務 を 統 理 す る 。  

4  副 委 員 長 は ， 委 員 長 を 補 佐 し ， 委 員 長 に 事 故 あ る と き は ， こ れ を

代 理 す る 。  

(平 1 7 条 例 4 0・ 一 部 改 正 )  

(会 議 )  

第 4 条  委 員 会 の 会 議 は ， 必 要 に 応 じ て 委 員 長 が 招 集 し ， そ の 議 長

と な る 。  

(平 1 7 条 例 4 0・ 全 改 )  

(任 期 )  

第 5 条  委 員 の 任 期 は ， 2 年 と す る 。 た だ し ， 補 欠 の 委 員 の 任 期 は ，

前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。  

(平 1 7 条 例 4 0・ 一 部 改 正 )  

(参 与 )  

第 6 条  市 史 編 さ ん 上 必 要 と 認 め る と き は ， 専 門 的 意 見 を 徴 し ， 又

は 執 筆 を 求 め る た め に 参 与 を 置 く こ と が で き る 。  

2  参 与 は ， 学 識 経 験 者 の う ち か ら ， 市 長 が 委 嘱 す る 。  

3  参 与 の 任 期 は ， 2 年 と す る 。 た だ し ， 補 欠 の 参 与 の 任 期 は ， 前 任

者 の 残 任 期 間 と す る 。  

(平 1 7 条 例 4 0・ 一 部 改 正 )  

(庶 務 )  

第 7 条  委 員 会 の 庶 務 は ， 市 長 の 定 め る 機 関 に 職 員 を お き ， こ れ を

処 理 す る 。  

(委 任 )  

第 8 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か ， 委 員 会 に 関 し 必 要 な 事 項 は

市 長 が 別 に 定 め る 。  

附  則  

こ の 条 例 は ， 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 (平 成 1 7 年 条 例 第 4 0 号 )  

こ の 条 例 は ， 平 成 1 7 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。  



   27 

 


